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１．はじめに

心理療法を行うなかでしばしば考えさせられる事柄
の一つに，人間がおかす「悪」の問題がある。たとえ
ば，うそや盗みを頻繁に繰り返し，どうしてもそれを
やめられないことが問題となって来談する人がいた
り，他児にひどい怪我を負わせるような暴力を振るう
ことが問題で相談室に連れてこられる子どももいる。
あるいは逆に，ひどいいじめに遭ってこころの傷を負
い，不登校になってしまった子どもや，養育者から虐
待を受けて育ち，基本的な信頼感や安全感を育むこと
が出来ないためにうまく日常生活が送れない，という
ような人が相談に来ることもある。その他にもさまざ
まな相談が持ち込まれるが，こういった人々の心理療
法を行っていると，人がいかに多くの「悪」をおかし
ているのかに気付かされ，また同時に，その「悪」に
よって人がいかに深く傷ついているかを知り，自分も
含めた人間の業の深さについて考えさせられる。
そこで本論では，人間の「悪」について，心理療法

を通して見えてきた事柄に基づいていくらか考察した
いと思う。すなわち，人間が「悪」というものにどの
ような影響を受けているのか，そしてそのような影響
力を持つ「悪」とどのように関わっていくべきなのか，
について論じる。但し言うまでもなく，「悪」という
テーマはとても深淵で，ここで論じ尽くせるようなも
のでは到底ない。したがって，ここで述べる事柄が「悪」
に纏わるほんの部分的な考察であることを断っておき
たい。

２．「悪」を知ること

「悪」の問題を考えるにあたって，まず「いじめ」
を取り上げてみよう。「いじめ」という現象は，いじ
める側，いじめられる側，見て見ぬふりをする傍観者，
いじめをおもしろがって見ている観衆，の４者構造か
らなると言われているが（１），これら４つの立場のどれ
も一度も体験したことがない，という人はほとんどい
ないであろう。何らかの立場で，いじめを体験してい
ると思われる。筆者が大学生３００人程度に対して，こ
れら４つの立場のどれかでいじめを体験したことがあ
るかをアンケート調査した際には，これら４つの立場
のうち，１つも体験したことが無いと答えた学生は一

人もいなかった。しかし注目すべきは，傍観者という
立場でしか体験したことがなく，いじめについて見聞
きしてはいるものの身をもって知っているわけではな
く，あまり深く考えたことがない，という人がかなり
多く見られたことである。
「悪」を知るといっても，これは知的に理解される

ようなものではなく，自分が身をもって体験していな
ければ，知ることができないものである。いじめはも
ちろんないほうがいいし，いじめを身をもって体験し
ておいた方がいいなどと言うつもりは毛頭ない。しか
し，「悪」を身をもって知るという体験を全くしてい
ないのは，やはり問題だと思われる。
「悪」を身をもって体験していると，自分が「悪」

をおかしたときに感じる罪意識や，自分が「悪」にさ
らされた時に感じる辛さが分かる。そのような体験は，
「悪」に対するある程度の免疫力と，自分が「悪」を
行使することに対する抑止力をもたらしてくれる。む
しろ，このような「悪」の体験的学習が少なすぎるが
ゆえに，昨今のいじめが激化しているとも言えるだろ
う（２）。死に至るほどの暴力を振るいながら，「まさか
死ぬとは思わなかった」といういじめの加害者の言葉
をしばしば耳にするが，そのような実感の無さや，筆
者が行ったアンケート調査で，いじめについてあまり
深く考えたことがないという，我関せずというような
態度が比較的多く見られたことの背景には，「悪」を
知るという体験の希薄さがあるのではないかと推測さ
れる。
心理療法の場でも，「悪」を体験せずに大人になっ

た人が来談することがときにある。Ａさんもその一人
であった。
Ａさんはこれまで，自分自身はいじめについて深く

考えたことがなかったが，自分の子どもが小学校でひ
どいいじめに遭い，子どもを通して，初めていじめの
被害に遭うということがどれだけ辛く苦しいことかを
体験する。そして同時に，いじめっ子たちに対して激
しい憎悪を感じ，生まれて初めて，自分の中にこれほ
ど強いどろどろとした感情があったのか，と気付かさ
れるのである。Aさんはこれまで，人を憎んだり嫌っ
たりする気持ちがよく分からず，誰とでも仲良く，平
和に暮らしてきたという。しかし，いじめという人間
の「悪」の犠牲になる出来事を通して，生まれて初め
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て，自分自身の中に「憎悪」という感情が芽生えた。
つまり，他者と自分双方の中に潜む「悪」を，身をもっ
て知る体験をしたのである。これまで「悪」に本当の
意味で触れたことのなかったＡさんにとって，このよ
うな体験は，自分の存在を根底から揺さぶられるよう
な衝撃的な体験となった。しかし，このような体験を
通して，Ａさんは，人間というものに対する理解がよ
り深まり，地に足のつかない理想論ではなく，現実に
根ざした認識力や洞察力を身につけるようになり，よ
りどっしりとした深みのある人へと変容していった。
ここに挙げたような例でなくとも，なんらかの形で，

多くの人が「悪」を知る体験をしていると思われるし，
体験している必要があるとも言える。そのような体験
は人により深い認識を与え，人を成長させる。逆に，
そのような体験の希薄化は，先に述べたようないじめ
の激化など，さまざまな問題を引き起こす。しかし現
代社会においては，「悪」の体験の希薄化や「悪」に
対して無自覚な態度が優勢になってきている傾向が感
じられるので，次章では，「悪」への無自覚さが引き
起こす問題について，より詳細に考えてみたい。

３．「悪」への無自覚さが引き起こす問題

「悪」に無自覚であるときに引き起こされる問題と
して，２点に分けて論じたいと思う。
まず１つ目は，「悪」に無頓着すぎて，知らず知ら

ずのうちに「悪」の被害に遭ってしまうかもしれない，
ということである。これは，先ほどのＡさんが当ては
まる。悪意や憎悪といった感情と無関係に生きてきた
Ａさんは，誰とでも親しくなり，誰に対しても個人的
な話を打ちあけ，皆で仲良くしようとしていた。また，
子どもへの教育も，現実にそぐわないような理想論を
掲げていた。このようなＡさんの悪意のなさや無防備
さは，彼女が，子どもがいじめに遭うという「悪」の
体験に巻き込まれたことと無関係ではないだろう。し
かし，Ａさんの場合，子どもがいじめに遭うという体
験を通して，遅ればせながら「悪」を知ることになり，
また心理療法を通して，安直すぎる理想論を捨て去り，
適度に身を守って他者と距離をはかりながら接するす
べを身につけることができた。その後は，現実場面で
「悪」に巻き込まれることは少なくなっている。
次に，２点目として指摘したいのは，１点目に取り

上げたような，自分が「悪」の被害に遭うということ
とは逆に，自分が，他者に対して悪意なく「悪」を行
使してしまうかもしれない，ということである。つま
り，加害者の立場にたつことがあるかもしれない，と
いうことである。この場合はたいてい，大義名分の元
に「悪」が行使される。このことは，いじめがなんら
かのもっともらしい理由をつけて行われることが多
い，という事実にも見て取れる。そしていじめられる
側にも原因がある，というような論理がまかり通って

しまうのである。もちろん，いじめに限らず，より大
きな社会に目を向けてみても同じことが行われている
感があり，戦争や民族紛争が行われる際にも，「○○
国の民主化のため」，「○○国の平和のため」などと言
われる。このような正しい理由に基づいて戦争を行い，
その中で殺戮行為を繰り返したとしても，その行為は
正当化されるのである。つまり，悪
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のである。もちろんそれは，正しい理由に基づいて間
違った行為をしているに過ぎないのだが。
人も社会も，自分自身の中にある「悪」を認識する

ことが最もつらい。それゆえに，それを避けて誰かの
せいにして，大義名分の元にその誰か（他国）を攻撃
してしまう。このようなことが，対等な１対１の関係
の中で行われる（たとえば，１対１の喧嘩など）であ
れば，さほど大きな問題は引き起こされない。人は，
多くの場合，自分の中にあると認めがたい特性（多く
の場合，欠点）を相手の中に見て，相手を攻撃してし
まう。それを臨床心理学では「投影性同一視」と呼ぶ
が，このような場合は，実は相手の中に見ていた特性
は自分の中にあるものだったと認識することが必要で
ある。これを「投影の引き戻し」と言う。これは，自
分の中にある，認めがたい「悪」を受け入れなければ
ならないのでとても辛い作業となるが，集団の中でそ
のような「悪のなすりつけ」が起こる場合ほど，他害
的な被害は大きくない。しかし先に挙げたような戦争
や民族紛争，卑近な例を挙げれば，いじめや虐待といっ
た現象は，集団における「悪のなすりつけ」である。
ナチスドイツのユダヤ人に対するしうちはあまりにも
有名であるが，すべてはユダヤ人の「悪」のせいだと
して，自分たち自身が行っている殺戮行為がいかに
「悪」であるかには目もくれずに，自分たちの行為を
正当化し，凄惨極まりないことを行った。そしてユダ
ヤ人を悪者にして，自分たちの集団の凝集性を高めて
いった。学級や社会で起こるいじめや，家庭内で起こ
る虐待も基本的にはこれと同じ現象である。これがい
わゆる，「スケープゴート」である。
スケープゴート現象は，特別な人だけが起こす特別

な出来事では決してない（３）。人が集まる場所では至る
ところで起きている現象であり，現代社会における
「悪」の対処の仕方は多くの場合，このスケープゴー
トというやり方になっている（４）。つまり，集団におい
ては，非常に多くの人が自らのうちに潜む「悪」に無
自覚・無頓着になり，一部の人の中に自分たち一人一
人のうちに潜む悪を見て（投影性同一視して），その
一部の人を攻撃する，というスケープゴート現象が起
きているのである。しかしスケープゴート現象が，こ
のように，自分たちの内に潜む「悪」への無自覚さに
よって引き起こされていることを考えると，「悪」を
知るという体験は，たとえどんなに衝撃的なことで
あっても人間にとって必要なことであり，その体験を
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通して，自らの内にある「悪」を認識する目を持つこ
とは重要である，と考えられる。

４．スケープゴートに見られる「悪」の実態
―虐待を取り上げて―

前章で，「悪」への無自覚さが引き起こす問題とし
て，スケープゴート現象に触れた。現代社会において
「悪」を知るという体験が希薄化する一方で，スケー
プゴートの被害者は，想像を絶するような強烈な苦し
みを通して「悪」を知る体験―いや，むしろ「悪」の
犠牲になるという体験―をしている。たとえば，いじ
めや虐待もスケープゴート現象にあたるが，いじめや
虐待の被害に遭うということは，「悪」を知るなどと
簡単に言えるような体験ではなく（もちろん，「悪」
を知るという体験も衝撃的なのだが），この世で生き
ていく力を根こそぎ奪われるような，こころも身体も
深く傷つけられる体験であると言える。近年，トラウ
マや PTSDという言葉が一般的にも使われるように
なっているが，いじめや虐待の被害に遭うとは，まさ
しくトラウマティックな体験である。心理療法におい
ても，そのような体験をした人々のこころのケアにつ
いて，主としてトラウマという視点からさまざまなこ
とが考えられている（５）（６）。
心理療法の現場でいじめや虐待に遭った子どもや大

人と会っていると，セラピスト自身も，その体験の壮
絶さにおそれ慄く。そして，彼らが体験したであろう
恐怖，戦慄，絶望感，空虚さ，切迫感，憤り，哀しみ
…などさまざまな感情を味わうことがある。そして，
いじめや虐待という行為を通して見えてくる人間の
「悪」のすさまじさに，思わず目をつぶりたくなるの
である。
これまで筆者は，虐待を受けた子どもの心理療法に

ついて考える際，「スケープゴート」という視点を取
り入れてきた（７）（８）。もちろん，トラウマという視点も
適宜取り入れたが，筆者が担当してきたケースにおい
ては，虐待というトラウマティックな体験とどう折り
合い，どうこれからの一歩を踏み出すかという際に，
虐待という行為を通して目の当たりにさせられた人間
の「悪」とどう向き合い，折り合いをつけていくのか
ということがテーマになることが多かったためであ
る。また，いじめを受けた子どもやその母親の心理療
法においても，やはり，人間の「悪」のすさまじさや，
自分自身の中にある「悪」と他者の中にある「悪」に
ついて考えることがテーマになることが多かった。
では，いじめや虐待といったスケープゴートの被害

に遭うという体験を通して目の当たりにさせられる
「悪」とは，一体どのようなものなのだろうか。虐待
を例として取り上げて，少し具体的に見てみよう。
虐待については，ニュースやテレビでも度々報道さ

れており，多くの人が少なからず耳にしているだろう。

最近の虐待事件で記憶に新しいのは，平成１６年に起き
た岸和田市の中学生虐待事件である。報道では，聞く
に耐えないようなすさまじい虐待が明らかにされてお
り，養育者が中学３年生の長男に殴る蹴るの暴行に加
え，部屋に軟禁して数日間絶食させるなどの虐待を
行っていたという。長男は，身長１５５センチに対して
体重が２９キロ，餓死寸前であり，皮膚の一部が壊死・
腐敗していたと伝えられている。また，平成１４年に生
活安全局少年課が行った，虐待に関する調査の中に列
挙されている事件を見てみると，“母親が，ミルクを
与えても受け付けず泣き止まない乳児の腹部を踏みつ
け，腹部打撲の内臓破裂に基づく出血により死亡させ
る”，“父親が，なつかず，外出時の支度も遅い幼児に
腹を立て，頭部・顔面・胸部などを殴打，足蹴りする
などの暴行を加え，外傷性脳浮腫により死に至らしめ
た”など，ゾッとするような虐待の実態が明らかになっ
ている。筆者が心理療法の場で出会う人はなんとか生
き残った人たちであるが，きょうだいが親による虐待
で亡くなっており，その現場を見ながら生き延びてき
た子どもや，家族から性的被害を受けた子ども，食事
や入浴などの基本的なケアが全く施されず，生きるか
死ぬかのギリギリのところで生き残った子どもなど，
保護された時には心理療法云々よりも，とにかく生命
を守ることが第一というような人もいた。また，生命
に関わることがなくとも，親から「お前なんて生まれ
てこなければよかった」と言われ続けるという心理的
虐待に相当するような養育環境で育ってきた人もい
た。このような，目を被いたくなるような「悪」を前
にして，我々は言葉をなくし，目を覆いたくなるよう
な気持ちになるが，ここに記述してきたようなことが，
彼らが目の当たりにさせられ，その犠牲になった「悪」
の実態なのである。そして，このような「悪」を行使
しているのも，またこのような「悪」の犠牲になって
いるのも同じ人間であるという事実が，重い現実とし
てのしかかってくる。
いずれにせよ，現代社会において，「悪」を知る体

験が希薄化する中，スケープゴートの被害者―虐待や
いじめの被害者―は，壮絶な苦しみを通して「悪」を
知る体験をしていると言える。そしてこのような「悪」
の犠牲になるという体験は，彼らに非常に大きな影響
を及ぼす。次章においては，「悪」の犠牲に曝される
という体験が人に及ぼす影響について，筆者が，虐待
やいじめの被害者の心理療法を通して感じたことに基
づいて，４点に分けて論じる。

５．「悪」の影響力
―スケープゴート被害を中心に―

虐待やいじめといった，スケープゴートの被害に遭
うという体験は人にどのような影響を及ぼすのであろ
うか。以前に少し論じたことをベースにしながら（９），
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以下に４点に分けて指摘する。
まず１点目は，虐待やいじめの被害に遭うと，人は

「自分が悪いからこのような目に遭うのだ」，「自分は
なんて醜く，汚れているのだろう」と，深い自己否定
感や自己嫌悪感を抱くようになる，ということが挙げ
られる。そして，自分自身をみにくいあひるの子のよ
うに感じ，「忌み嫌われる自分」というアイデンティ
ティを自ら築き上げてしまうのである。このようなア
イデンティティのあり方を，「スケープゴートとの同
一化」（９）と呼ぶ。
さらに２点目として指摘したいのは，虐待やいじめ

の被害に遭った人は，あまりにすさまじい「悪」の犠
牲になるという体験をするがゆえに，自分自身がなぜ
このような目に遭ったのかの意味付けをする際に，「忌
み嫌われる自分」というアイデンティティ―すなわち，
スケープゴートとの同一化―のみならず，「自分は殉
教者として選ばれた聖女だ」（５）というような，「スケー
プゴートにして救世主」（３）という自我肥大したアイデ
ンティティ感覚をも有することがある，ということで
ある。これは，なんとか自尊心を保とうとする試みで
あると感じられるが，「スケープゴートにして救世主」
というアイデンティティ感覚を有するようになると，
一個人として対処できるはずのない，あるいは対処す
る必要のないような「悪」に対しても，過剰に責任を
負おうとしてしまうのである。このようなアイデン
ティティ感覚を持ち続けることは，「悪」の被害に遭
うということをその後の人生においても定着させてし
まうことにつながるので，心理療法においては，この
ようなアイデンティティ感覚がなんらかの形で変化し
ていくことが望まれる。
３点目としては，何のいわれもなく，自分がこの世

へと生まれ出てきた源（母や家族）から徹底的に拒絶
される―虐待を受ける―という体験は，「自分が存在
することへの処罰」（３）と感じられてもおかしくない，
という点である。この世に自分が存在してもよいのか，
存在する場所があるのか，という思いが常につきま
とってしまう。その結果，「自分にはこの世のどこに
も居場所がない」という，想像を絶するような「実存
的な孤独感」を抱えることになる。学生時代にずっと
いじめに遭ってきたある女性も，「私には母校がない」
と語った。つまり，母校と呼べるようなこころの拠り
どころ，帰属感が持てる場所がどこにもなかったとい
うのである。
４点目としては，世の中にある，楽しさや歓び，や

さしさといった「善」なる側面が信じられなくなる，
ということが挙げられる。これは，虐待やいじめを受
ける中で，死や暴力や破壊といったことが日常茶飯事
であった人にとっては当然のことであろう。つまり，
「死の側面―暴力や破壊，悪，苦しみ―」ばかりにリ
アリティを感じてしまって，「生の側面―楽しさや歓

びや癒し，善なること―」にリアリティを感じること
ができないのである。このことを，筆者は以前，「生
と死が乖離（断絶）」している（８），と表現した。
このように，いじめや虐待といったスケープゴート

の被害に遭うという体験は，人に多大な影響をもたら
す。これらの影響を受けた人は，この影響を今後の人
生の中でどう意味付け，どう折り合ってゆくのであろ
うか。次章においては，その点について考察をすすめ
たいと思う。

６．「悪」との新しい関係

いじめや虐待といった，スケープゴートの被害に遭
うという体験を通して受ける影響力について，前章で
４点指摘したが，実際の心理療法のなかで，これらは
どのように変化し，また，その後のその人の人生に意
味付けられていくのであろうか。これについても以前
に少し論じたことがあるので（９），それに基づきながら
考察をすすめる。その際，筆者がこれまで担当してき
た，虐待やいじめを受けた子どもの心理療法を題材と
するが，子どもの心理療法は遊びを通して行われるこ
とが多いので，その遊びを中心に論じていく。子ども
は遊びの中で，自分のさまざまなこころの問題を象徴
的に表現し，遊びの中で解決していくことが多い。つ
まり，遊びは単

�
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る
�

お
�

遊
�

び
�

ではなく，そこには，その
子どものこころの問題が投影されており，遊びを通し
て癒しがもたらされ，こころの変容が起こるのである。
したがって，ここで論じる遊び（物語作成など）も，
そのような観点から捉えていただきたい。
まず，Ｂ子の事例を取り上げる。Ｂ子は，学校で「ゴ

ミ女」と呼ばれて長年虐められ，「自分なんて死んで
しまえばいいんだ」と自傷行為を繰り返すことが問題
となって，相談室を訪れた。心理療法開始後しばらく
して，Ｂ子はごっこ遊びを始め，「乞食」が主役の物
語を作り出す。そしてその「乞食」には，Ｂ子の自己
像が託されている印象があった。
物語の中で，「乞食」は，汚れていると言われて皆

に忌み嫌われ排除されていたが，「乞食」自身もそれ
に抗うことなく，自分のことを汚らわしいと思い，自
己嫌悪で一杯であった（ここに，前章で指摘した「ス
ケープゴートとの同一化」が見て取れる）。そして物
語が展開していく中で，ますます「乞食」は虐められ，
孤独な放浪生活が続き，Ｂ子自身もますます乞食を虐
める（これは，Ｂ子自身が，これまでの人生において
「乞食」に象徴されるようなアイデンティティを周囲
から押し付けられてきたことに対して反発を示してい
る，とも考えられるだろう。それはある意味大切なこ
とであり，これまでの人生の中でＢ子は，たとえ押し
付けられたアイデンティティが嫌でも，「嫌だ」と主
張することすらゆるされていなかった。したがって，
物語の中ではあるが，このように「嫌だ」と自己主張
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し，押し付けられた「乞食」というアイデンティティ
を拒絶することは，自己主張のための大事な一歩だと
言える）。しかしあるとき，物語に変化が起こる。そ
れは，「乞食」が飢えと暴力により瀕死の状態になり，
軒先に身を横たえ，いよいよ死ぬというときに起こっ
た。Ｂ子が乞食に食事を与えたのである。まさにギリ
ギリのタイミングであったが，このときＢ子は，瀕死
の「乞食」を救った―つまり，自己像が託されている
Ｂ子自身を救おうとした―のである。
スケープゴートとの同一化が起こっている場合，ま

ず，押し付けられた「乞食」というアイデンティティ
を拒絶する，ということが起こる。つまり，周囲の人
から押し付けられた「乞食」というアイデンティティ
を，「それは私ではない！」と拒絶するのである。こ
のような「個」としての欲求を主張することは大変重
要であり，これまで，学級でのいじめという犠牲に曝
され，自分自身の「個」としての欲求など主張するこ
ともゆるされなかったところから，初めて，「それは
嫌だ」という自己主張の一歩が踏み出されるのである。
しかし，その後，Ｂ子は瀕死の乞食を救う。逆説的だ
が，押し付けられた「乞食」というアイデンティティ
を一旦拒否した後，今度は逆に，自ら「乞食」の存在
を受け入れようとするのである。確かに，「乞食」と
いうアイデンティティを拒絶し尽くしてしまうのは，
そこに自己像を投影しているＢ子からすると，自分自
身を根底から否定することになってしまう。その意味
で，乞食を救ったことは，自らが抱えていた自己否定
感や自己嫌悪感を乗り越えて自分を受け入れようとす
る，自己受容への一歩だと言えるだろう。
Ｂ子の物語の中で，救出された「乞食」はこの後，

とても活発になっていく。乞食であることには変わり
がないのだが，これまでの，虐げられし者という印象
とは異なり，社会の辺縁を闊達に生きるアウトサイ
ダーという印象へと変わっていくのである。「乞食」
であることに卑下もせず，かといって，尊大ぶるでも
なく，ただあるがままに生きるというイメージ…。こ
のような「乞食」イメージの変化は，Ｂ子のこころが，
スケープゴートとの同一化から脱しつつあると同時
に，スケープゴートにして救世主というような自我肥
大したアイデンティティからも逃れられるようになっ
ていることを示唆している。実際，日常場面において
も，Ｂ子の自己否定感や自己嫌悪感は少し弱まり，ま
た，自分は選ばれし人間だからこのような目に遭った
のだし，そういう役割をまっとうせねばならないのだ
というような自我肥大したアイデンティティも感じら
れなくなった。そして，一人間としての自然な感情―
これは嫌だ，あれは欲しい―が表現されるようになっ
ていった。
次に，被虐待経験を抱えるＣ男の事例を取り上げる。

Ｃ男も，心理療法の中でごっこ遊びを展開し，物語を

作成した。その物語の特性を一言で表現するならば，
「自分はどこから生まれてきて，どこへ行くのか」と
いう非常に哲学的なテーマであった。いろいろな登場
人物が出てくるのだが，「僕はどこから生まれてきた
の？」とか「私は，どこへ行けばいいのだろう？」，「お
母さんってなんだろう？」「僕のお母さんはどこ？」
といった台詞が何回も聞かれた。そして，それらの台
詞の中には，自身の存在のはかなさや，この世で定位
する場所のないこころもとなさなどが強く感じられ
た。前章で指摘した，「実存的な孤独感」がこれに当
てはまるだろう。そのような孤独感や基盤のなさは，
いくつかの問題点が改善されて心理療法が終了する際
にも，Ｃ男から消えてなくなることはなかった。スケー
プゴートとの同一化からも逃れ，闊達なアウトサイ
ダーとでも言うべき新たなアイデンティティを身につ
けた後でさえ，そのような「孤独感―基盤のなさや空
虚感，欠落感など―」は根強く残ったのである。
秋田は，「Disfigured Hero」という概念を提唱してい

るが（１０），これは邦訳すると，「欠落のヒーロー」とか
「傷を生きる英雄」と言った意味になるそうである。
そして，「Disfigured Hero」は，「神ならぬ，欠けたる
人間が，その欠落のままに生き抜こうとする」のであ
り，「回復されることのない空虚を生きぬくことで自
らを成り立たせる」のだという。秋田の指摘している
ことは，虐待やいじめといったスケープゴートの被害
者の心理療法においては，特にこころにとどめておく
必要のある考え方ではないだろうか。Ｃ男のこころに
残り続けた「実存的な孤独感」は，少なくとも，筆者
との心理療法のプロセスのなかでは埋まるものではな
かった。このような孤独感―基盤のなさや空虚感，欠
落感―が埋まらないものである場合には，それを抱え
て生き抜いていく姿勢が共有されることが必要不可欠
なのである。埋まることのない孤独感を抱えて生きる
という在り方は，先ほどのＢ子の事例において，「乞
食」に表されるような自己イメージを最終的には受け
入れていく，ということともつながるであろう。もち
ろん，同じ「乞食」でも，その在り様が闊達なアウト
サイダーという性質に変化していることが重要なので
あるが。但し，Ｃ男のようなケースのみならず，この
ような「実存的な孤独感」を感じつつも，「これから
自分の居場所を見つけるんだ！！」というパワーのあ
る人もいる。これは筆者の雑感であるが，男児よりも
女児に，このような強さを感じさせる子が多い印象が
ある。性差というものがあるのかどうか科学的な根拠
はないが，女児の側は将来的に「産む」ことのできる
性であることが，この世とのつながりの強さや安定感
につながっているのかもしれない。
最後に，虐待やいじめの被害者が「死―暴力や破壊，

悪，など―」の側面ばかりにリアリティを感じている
という点についてだが，これも，虐待を受けた子ども
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（大人）の心理療法の中でしばしば感じられることで
ある。被虐待経験を抱えていたＣ男の心理療法におけ
る物語の中でも，暴力を振るわれて怪我をするとか，
攻撃されて死んでしまうといったストーリーが延々と
リアリティをもって繰り返された。そこには，助けて
くれる人はほとんど現れなかったし，たとえ現れたと
しても，そこにリアリティは全く感じられなかった。
このような物語を繰り返しながら，Ｃ男は，虐待を受
け続けるなかで，生きるか死ぬかのギリギリのところ
でいつも生きてきたのだという「Ｃ男のあるがままの
人生」を表現していた。少なくとも筆者はＣ男の物語
に耳を傾けながら，そのように感じていた。しかし，
このようなＣ男の物語にも，あるとき変化が訪れる。
それは，物語の中で悪者が「オナラ攻撃」をしかけて
くるようになってしばらくしたときのことだったが，
悪者のオナラ攻撃と全く同時に，偶然にもＣ男自身が
オナラをしてしまうのである。これまで，暴力につぐ
暴力という，緊迫感で一杯の物語であったのに，Ｃ男
がオナラをした瞬間，思わず，Ｃ男も筆者も笑ってし
まう。そして，この笑いによって，初めてホッとした
空気が流れ，これがきっかけとなって，笑いや愉しさ，
ゆるやかな気分，などが物語の中にも生まれるように
なる。そしてその後，長いプロセスの中で，徐々に，
援助の手を差し伸べてくれるような人や動物などが物
語に登場するようになり，また，筆者との関わりの中
で，あたりまえの親切さというものを知り，Ｃ男のこ
ころの中に，いわば「生の側面―楽しさや歓びや癒し，
善なること―」が少しずつ根付いていった。この後，
Ｃ男の物語は，「死や悪に纏わる側面」と「生や善に
纏わる側面」の両方がつながりつつ流れていくように
なり，生と死の繰り返しというあるがままの自然の流
れが感じられるようになった。あくまで，死だけでも
なく生だけでもない，その両方が同じ重みで語られて
いる，という印象であった。現代人は生と死が乖離し，
生の方のみが評価されがちであるが（１１），本来はこれら
双方が表裏一体の関係となって，存在しているはずで
ある。虐待やいじめといったスケープゴートの被害者
は，現代人の特徴とは逆に，「死や悪」の方にリアリ
ティがあり，「生や善」の側面を信じられないという
印象があるが，いずれにせよ，その両者がつながり息
づいていくことが重要であると感じられる。
本章で論じてきたように，スケープゴートの被害に

遭うことで受ける影響力というものは，心理療法を通
して消えてなくなってしまうようなものでは決してな
く，むしろ，変わらずそれらを抱えてこれからの人生
を歩んでいく，という方がイメージとして近いだろう。
なるほど，スケープゴートとの同一化からは脱却でき
るし，スケープゴートにして救世主という自我肥大し
たアイデンティティも変化する。スケープゴートとの
同一化から逃れていく過程において，「それは嫌だ」

という個としての欲求を表現できるようになり，ス
ケープゴートにして救世主という自我肥大したアイデ
ンティティを捨て去る過程の中で，「自分が悪いから
いじめや虐待を受けるわけでもないし，そのような
『悪』を自分が引き受ける必要も義務もない」と，そ
の役割を放棄することができるようにもなる。このよ
うに，自分が認識して背負うべき「悪」と，自分が個
人的な責任を果たす必要のない「悪」を区別し，一個
人としての「私」―等身大の自分―を認識することは
重要である。しかし，このように「悪」の犠牲になる
ことを引き受けるのではなくノーと言うことを体得
し，個人的な欲求や感情を表現できるようになったあ
とも，彼らは「悪」と特別な関係を結んでいるように
筆者には感じられるのである。
先ほどのＢ子やＣ男は，心理療法が終了し，「個」

としての欲求や限界を認識し，等身大の自分として振
舞えるようになった後も，集団の中で起こっている問
題―例えば，学級での友達同士のいざこざ―に仲裁に
入るなど，集団という「場」が抱える問題に携わろう
とする姿勢が感じられた。これは，これまでＢ子やＣ
男がいじめや虐待という体験を通して，「個」として
の自分を犠牲にさせられてきたような立場としてでは
なく，あくまで「個」としての欲求を持ち，「個」と
しての限界を認識しながら，「場」の問題に主体的に
対処しようとしていた，という意味である。このよう
な在り方は，「個」として立脚しながら「場」の問題
に主体的に携わるという，「個」と「場」をつなぐ強
さが求められるが，そのような在り方に基づきながら，
集団が抱える「悪」の問題にも関わるという姿勢が，
Ｂ子とＣ男に見られたのである。筆者はこのような在
り方（態度）を「主体的受容性」（１２）と呼んでいるが，
これは，ここまでずっと論じてきた「スケープゴート」
とは逆の現象である。つまり，自分の中にある「悪」
を否認して一部の人のせいにし，その人たちを攻撃す
るというスケープゴート現象とは全く逆に，集団が抱
える「悪」の問題を解決すべく，それを自らのうちに
取り込み―但し，その「悪」の犠牲になるという形で
は決してなく―，毒性を取り除こうと主体的に行動す
るのである。Neumannはこのような「悪」に対する
態度を「代理受苦」と呼び（４），スケープゴートという
「悪」の対処方法に代わる，新しい「悪」の対処方法
として提示している。つまり，Ｂ子やＣ男は，虐待や
いじめというスケープゴートの被害に遭いながら，「目
には目を歯には歯を」の論理でスケープゴートの加害
者側に回るのでもなく，集団において最も苦しく最も
難しい役割を担おうとしていると言え，「悪」との新
しい関係のあり方を我々に示唆してくれているとも言
えるだろう。もちろん，虐待やいじめの被害に遭った
人が，次は加害者の側にたち，延々と虐待やいじめの
連鎖が続いていくという現実も確かにある。そこまで
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いかなくとも，なかなかスケープゴートとの同一化か
ら逃れられなかったり，新しい人生への一歩が踏み出
せなかったりする人は多く居る。しかしその一方で，
Ｂ子やＣ男のような人が居るのも事実であり，最も
「悪」の犠牲に遭った人が，最もすぐれた「悪」への
態度―「悪」との新しい関係―を示唆してくれている
のもまぎれのない真実なのである。
次章では，本章で明らかになった「悪」との新しい

関係に基づきながら，現代人ひとりひとりが「悪」と
どのような関わりをしていくべきなのかについて考察
したい。

７．「悪」と関わるということ

ここまで，「悪」を知る体験の必要性や，そのよう
な体験の希薄さが「悪」の問題の氾濫を引き起こし，
いじめの激化やスケープゴート現象の頻発につながる
ことを指摘した。さらに，スケープゴート被害に遭う
体験を通して，その被害者がいかに壮絶な「悪」の体
験をしているかにも言及した。しかし逆説的だが，そ
こから「悪」との新しい関係が示唆されることも明ら
かになった。そこで本章では，そのような「悪」との
新しい関係を参考にしながら，現代人ひとりひとりが
「悪」とどのように関わるべきかについて考察する。
Ｂ子やＣ男の示した「悪」との新しい関係は，集団

が抱える「悪」の問題を，自己犠牲的にならずとも，
我がごととして捉え，対処していくというものである。
しかし，Ｂ子やＣ男は，ただ単に集団が抱える「悪」
の問題を，自分のことのように捉えて対処していただ
けではないように思われる。つまり彼らは，集団が抱
える「悪」の問題に携わりながら，同時に，そこに投
影されているＢ子やＣ男個人のこころに潜む「悪」の
問題をも扱っていたのではないか，という印象を筆者
は抱いたのである。つまり，集団の問題を扱うことと
個人の問題を扱うこととが同時的に起こっているので
あり，「個」と「場（集団）」はどこかでつながってい
るのである。実は，「これは自分個人の問題だ」と思っ
ていることが案外，集団が抱えている問題と密接につ
ながっていることはよくある。そのような「つながり」
をどこかで意識しておくことは，我々ひとりひとりに
とって重要であり，自分自身の「悪」に向き合うこと
が，引いては，集団が抱える「悪」に対処することに
つながっているという認識は大切である。Ｂ子やＣ男
が示してくれた「悪」との新しい関係は，先にも述べ
たように，Neumnanの言う「代理受苦」に重なると
思われるが，Neumnanは「代理受苦」について次の
ように説明している。
すなわち，「集合的なるものの重荷の一部を，自ら

の責任のうちに取り込み，自らの内側でなされる変容
の営みを通して，この悪から毒性を除去し，それを統
合するのである。もしそれに成功すれば，少なくとも

当人のなかの悪からは救われるというそのことが，集
合的なものの内部の救済に通じている」（邦訳，p１５０．）。
やはり，個人が自らのうちに潜む「悪」の問題に向

き合うことと，集団が抱える「悪」の問題に向き合う
ことが，パラレルに起こっていると言えるだろう。
Neumnanは代理受苦のみならず，現代人がこれか

ら先身に付けていくべき倫理的な態度についていくつ
か指摘しているので，そこから，現代人ひとりひとり
が身につけていくべき「悪」への関わり方について，
さらに考えてみよう。
Neumannは，自分のこころの無意識的な部分を抑

制したり抑圧したりすることなく，それを受容し，意
識に編入しようとすることが大切であり，自分のここ
ろの中にあるネガティブな側面も含めたこころ全体に
ついて責任を取る態度が必要である，と言う。それは，
決して必要以上に善良になることが求められているの
ではなく，自身の心の中にある闇（悪）をしっかりと
意識化し，それも勘定に入れながらふさわしい行動を
取ること，そして，その行動が個人（自分自身）だけ
ではなく場全体へ及ぼす影響も合わせて考える姿勢を
持つべきであることが指摘されているのである。さら
に，何か行動をする際に，たとえその行動に道徳的な
問題があっても，倫理的には善であると自らが判断し，
その結果すべてに責任が負えるのなら，その行動は善
であるとも述べている。
これらのことを筆者なりにまとめると，本論文の最

初に述べた，「悪」を体験的に知ることなどを通して，
まず，人は自分のこころに潜む「悪」を知り，それを
考慮しながら行動することが必要であると言えるだろ
う。被虐待経験を持つＣ男の事例の中で，「死の側面―
悪など―」と「生の側面―善など―」がつながりつつ
流れていくという，あるがままの自然の流れが大切で
あると述べたが，このような善と悪は確かにこの世に
存在しており，表裏一体の関係となっていつもそこに
在る。しかし，つい，人は自分の中にある「悪」や社
会の中にある「悪」を無視し，「善」ばかりを見よう
とする。生と死，善と悪が乖離しているのが現代社会
の特徴だと先にも指摘したが，このような乖離を癒す
態度を持つことが，現代人ひとりひとりにとって必要
だと言える。さらに，やや極端な表現かもしれないが，
善と悪という区別自体がそもそもナンセンスであり，
生（死をも含んだ生）が孕むパラドクスを，生と死，
善と悪というように，人が勝手に区別しているに過ぎ
ないとも言えるのである。善悪を超えた，ただあるが
ままの「生（死をも含みこんだ生）」の現状に身を置
く態度が求められているのかもしれない。
また，Neumannが，自分の行動が他者に及ぼす影

響も勘定にいれることが必要だと述べたことについて
は，一人一人がしっかりした「道徳観」を持ち，自分
の行為が他者に及ぼす影響力を認識するという「全体
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的な視野」を持つことの重要性が示唆されているので
はないだろうか。さらに，道徳的に問題があっても倫
理的には善であると判断した場合は，その行動は善で
ある，という指摘については，自分のこころの中にしっ
かりした「倫理観―善悪の判断―」を持ち，それに基
づきながら自立的に判断することの重要性が指摘され
ているものと思われる。何かの行為をする際，それが
道徳的に問題があるから行わないとか，あるいは道徳
的に問題がなければ何をやってもよいというだけで
は，単に外枠で自らの行為を規定しているにすぎない。
そうではなく，己の内にしっかりした判断基準―倫理
観―を持つことが重要である。ここがしっかりしてい
ないからこそ，正しい理由のもとに間違ったことが行
われる―他国の民主化のためだといって殺戮行為を繰
り返したり，大義名分のもとにいじめを行ったりす
る―のである。ごく簡単に言えば，道徳観とは社会に
おけるルールであり，倫理観とは自分の中にある善悪
の判断であるといえるが，その両者を個々人がこころ
の中でしっかりと樹立させることが必要であり，それ
に基づいて行動するという自立的態度を持つことが重
要だと思われる。
現代社会においては，一方では「悪」の体験が希薄

化しており，スケープゴートという形で自分の中にあ
る「個人的な悪」すら他者になすりつけて，自分のも
のとして意識化せず，他方では，そのような「悪」の
犠牲に遭い（スケープゴートの被害に遭い），個人が
引き受けるべき以上の「絶対的な悪」を引き受けさせ
られている人がいると言える。たしかに，スケープゴー
トという現象は，「悪」の対処方法としてこれからも
根強く残り，そう簡単に解消されることはないだろう。
また，本章で述べたような，「悪」との関わり方も，
必要不可欠ではあるものの大変厳しい倫理観が要求さ
れているとも言える。だからこそ Perera（３）が，このよ
うな新しい倫理を身につけることができるのは一部の
選ばれた人だけである，と述べているのである。しか
し，「悪」の犠牲になったスケープゴートの被害者の
心理療法を通して，「悪との新しい関係」が明らかに
なっている以上，現代人ひとりひとりが，本章で論じ
てきたような，悪との関わり方や倫理観に開かれた態
度を示していくことが必要だと感じられる。つまり，
「悪」を我がごととして捉えて生きていくという姿勢
が求められているのである。それは，善良で完全な人
間になろうとすることではなく，むしろその反対に，
「悪」も含みこんだ全体的な人間であること―不完全
にすぎない自己―を認め，引き受けていくことであり，
それこそが現代人ひとりひとりに求められている「悪」
との関わり方なのではないだろうか。

８．おわりに

前章において，現代人ひとりひとりにとって必要な

「悪」 との関わり方について述べた。もちろん，「悪」
と関わるとか我がごととして捉えるといってもそれは
容易ではないし，「悪」があまりに破壊的であれば，
自分が押しつぶされてしまうことにもなりかねない。
そのようなときは，強大な「悪」から一気に逃げるし
かない場合もある。また，Pereraが，選ばれた人だけ
が厳しい倫理観に基づく行動様式を身につけることが
できると述べているように，たしかに，Ｂ子やＣ男の
ような人は選ばれた人（スケープゴートにして救世主
という意味で選ばれているのではなく，「悪」への新
しい関わり方を身につけられるだけの強さを持ってい
るという意味で選ばれている）のかもしれない。しか
しだからといって，それ以外の人が何もしなくてよい
ということではないであろうし，先にも述べたように，
個人が自らのうちに潜む「悪」に向き合うことは，場
が抱える「悪」の問題に携わることにもつながるので
ある。
本論文で述べてきたことは，「悪」に纏わるほんの

部分的考察であるが，ここで論じたことは，筆者が実
際の心理療法を通して体得したことがベースになって
いる。スケープゴート被害に遭った人との心理療法に
おいて，筆者は，「悪」の深淵さや生に纏わるパラド
クスを目の当たりにし，時には言葉を失うほどの衝撃
を受ける。しかしそのような体験を通してこそ，現代
人ひとりひとりがどのように「悪」と向き合うべきか
についてさまざまな知見が得られている，とも感じて
いる。今後も，実際の心理療法を通して得られたこと
をもとに，「悪」との関わり方について考察を深めて
いきたい。
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